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今年度初の「長谷の縁側」を開催 

5月 27日（金）、「長谷の縁側」を開催しま

した。今年度 1回目の今回は、「長谷の太陽」

製造で使用するとうがらしの苗の定植を行い

ました。長谷地区各高齢者クラブ代表の皆様

のお力をお借りし、参加者を募ったところ、10

名を超える地域の方のご参加をいただきまし

た。ありがとうございました。会の終了後、3

年生生徒が話し合い、もっと地域の方とお話

しがしたいとの願いから、第 2回は茶話会も

実施することにしました。ぜひお越しください。 

6／24  15：20～ 長谷中正面花壇にて 

6月「長谷の縁側」（花苗定植＋茶話会）開催 

 

 私たち教師も、学び合いながら

「勉強」を続けています。 

予測が難しいこれからの社会を

生き、支える長谷の子どもたち

の資質・能力の育成に向けて、

長谷中学校では、指導者や他校

の教師を招き、職員研修を行

い、授業改善を進めています。 

 

 

今年度 本校の授業改善キーワード 

「学びに向かう力」を育む 
上記の画像は、理科の授業において、スク

リーンに大きく映写した自分のノートを使い、

前時に学習した遺伝の法則を基に考えたこと

を自分の言葉で説明する３年生の様子です。 

今年度の長谷中学校は、『学びを生かして

活用しようとする生徒の姿をめざして ～「学

びに向かう力」を育む、自らの学びを調整する

授業・家庭学習のあり方～』を全校研究テー

マに、授業改善に取り組んでいます。６月２０

日は、学校外から指導者を招き、理科と保健

体育の授業を全校研究に位置づけ、授業を見

合い、授業改善に向けて協議しました。 

   

 

 

５月 27日開催 長谷中「長谷の縁側」 集合写真 



` 

 

気持ちを込めて仲間を壮行する 

 6月 10日に男女ソフトテニス部の壮行会を

開催しました。全校生徒数は少ないけれど、仲

間を応援する気持ちは、上伊那No.1です。 

  

 

 

 

 

 

 

６月１１日、１２日より中体連南信地区大会 

１次ラウンドが始まりました。１１日の団体戦で

惜敗した女子ソフトテニス部は、翌１２日の個

人戦で奮闘し、３ペアが２次ラウンドの出場権

を獲得しました。１・２年生で戦う男子ソフトテ

ニス部は他校の３年生を相手に善戦しました

が、２次ラウンド進出はなりませんでした。 

 

 

  

「とうがらし」の苗を配布中です 

ご希望の方は長谷中へお越しください 

2年生を中心に、全校生徒で育苗してきた

「とうがらし」の苗が出来上がりました。長谷地

区の皆様にお渡した

いと願っております。

畑や庭先等で栽培し

てください。苗は体育

館前に置いてありま

す。お持ちください。 
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長谷地区内の 

給食食材生産者の思いに触れる 

給食委員会が給食の食材生産者の方への

インタビューを行い、全校で視聴しました。生

産者の方の思いを知ることにより、私たちがい

ただく長谷の給食への思いが高まりました。 

 

 

  

 

 

 

自らの体験を基に相手を想像する 

2年生の家庭分野では、6月下旬の保育

園訪問に向け、体験活動を重視して、幼児の

立場からのかかわり方を学習しています。 

奮闘 女子ソフトテニス部！ 中体連南信地区大会個人戦２R出場権 ３ペアが獲得 
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